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中規模放牧搾乳牛群における輪換技術について
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1 1ま  し 力
' 
き

乳牛飼養の省力化のため放牧が取り入れられるようにな

ってはきたが,その方法については,まだ問題も多く充分
に適用されているとは言えない。そこで当場では岩手県の

立地的特性を活かした草地型酪農経営技術確立の一環とし

て産乳水準を6.lX O″以上に維持しながら20～ 30頭規模に

適用できる集約的な輪換放牧技術について検討した。

2 試 験 方 法
1)試験地の概要
当該試験地は1960年 頃に造成したもので,生草収量は造
成後 10年位までは5,500～ 6,000νヽ 03,それ以降は5,000
～5,5011ん ,/10,程度である。放牧地面積は 6んαで503ず つ

12牧区に分割した。

2)放牧方法
第 1回 目の輪換は 1～ 2時間の制限放牧で,それ以降は
1日 4～ 5時間の制限放牧とし,退牧時の草丈が 15`π 程
度になるまでを目安として輪換放牧を行った。ただし1牧

区の滞在日数は最高 3日 を限度とした。放牧頭数は成牛2
頭で, 1群編成とした。なお 4牧区分は, 1番草をサイレ

ージ利用し,その牧区は 6月 下旬頃から漸時放牧利用とし

た。

3)放牧期FH3
放牧期間は1976年が5月 6日 ～ 10月 31日 の 179日 間 ,
'77年が 5月 2日 ～ 11月 9日 の 192日 間, '78年が 5月 6日

～■月
'日

の 188日 間,'79年 4月 27日 ～ 11月 6日 の 194日

間,'80年が4月 28日～■月 10日 の 197日 間であった。
4)供試子L牛 と補助飼料
供試牛はホルスタイン種成雌牛 24頭 ,産次未経産～8産

平均体重610り ,補助飼料としてはイナワラ約 1均 ,濃厚
飼料を乳量の約%量給与した。
5)放牧地の管理
放牧地の施肥等の管理は表 1の通 りに行い,掃除刈は第
4回目の輸換が終了後 (6月 中旬以降 )に行った。

表 2 76年～80年輪換放牧実績 (平均値 )

3 結     果
表2に '76年からの輪換放牧の結果を示したが,実際は12
輪換となった年もあった。表 3に は放牧草地の生産利用状

況を示しており,現存量は,'78年が千ばつの影響で5,700

″と少なかったが他の年は7,100～ 7,900ん,と 年次的な大き

な変化はなかった。ケーシ差法によって測定した採食量に

も同様な傾向がみられた。利用率については,'80年と他の

年との間に5%水準で有意差がみられた。 これは'80年の
夏の異常低温が牛のストレス軽減につながったのも一因か

と思われる。牧草からの養分摂取実績をみると,牧草から
のDCP摂取が飼養標準の 180%を越える月は,'77年 5月 ,

'78年 9月 ,'79年 7月 ,9月 ,10月 ,'80年 8月 ,9月 ,10
月であり,その時の 1日 1頭当たりの牧草採食量は,70切
以上である。これは表 4,図 1に示したように草の生産力
から見れば食べすぎである。表 4か ら8月 以降は 1日 当た

りの草文の再生長はイネ科で09碗 以下であり,m日 間の
休牧日数で 18伽 となる。退牧時の草丈が 15姉 とすれば入

牧時点で 33`πの草丈となる。図 1の回帰式から現存量は

680た ,と なり, 1牧区当たりでは 3,401ん ,,利用率 65%,
放牧頭数24頭であれば, 1頭当たり,2切 の採食量となる。
しかし次回輪換の為休牧日数を211日 以上とらなければなら

(平均値 )

表 1 施肥量の時期別配分
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表 3 放牧草地の生産利用状況

図 : 草丈と現存量との相関

ず, 1牧区に2日滞牧するから,草の生産力からみれば 1

日1頭 46″ の採食量でなければならない。表 2か らも8月

からやや輪換が早まる傾向がわかる。また表 5に採食量と

乳量そして血中尿素態 N含量を示したが,牧草採食量と産

乳量とは関連がないようだが,採食量と尿素態Nと は関連

があるように思われる。正常値の上限18りを″を越えたの

は'77年 6月 ,7月 ,9月 ,'78年 9月 ,'79年 5月 ～ 10月 ,
'80年 8月 ～10月 であり,その時の牧草採食量は672± 82
1r2と 多く血液処見からはタンパク過剰傾向がうかがわれた。

しかし産乳,繁殖との関連は明らかでなかった。図 2に は

草種構成の年次変化を示したが,多回輪換の結果 ,利用年

次が進むにつれてオーチャードグラスが減少しケンタッキ

ープルーグラスなどの下繁草種が優先となってきた。また

放牧時間を規制すれば採食を制限できると考え1時間, 2

時間の制限放牧を行ったが, 1時間で 212■ 96″ ,2時
間では348± 84ん,の採食量であった。

表 5 牧草摂取量と産予L量及び牛の血液処見

1   2   3   4   5利 用年数 (年 )

図 2 放牧利用年数 と草種構成の変化
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4 ま め

1)表 1に示 した施肥管理で草地の生産量,現存量などは

経年的な変化はみられなかった。また牧草からのTDN
給与率は84%(養分要求量に対して)であった。
2)多回輪換の結果,草種構成には変イヒがみられ, オーチ

ャードグラスからケンタッキープルーグラスが優先とな

った。

3)‐般に牧草の採食量が 70んθをこえると養分要求量に対
してDCP摂取率が牧草由来のものだけで180%を こえる
が,血中の尿素態 N濃度が正常な範囲を上回る他は,そ

れによる障害は明らかでなかうた。

4)草丈と現存量との間には有意なIEの相関が認められた。
5)1日 当たりの草丈の再成長は,5 6月が 15C縮 ,7月
が 10`π ,8 9月 が 08`π であった。
6)1日 1頭当たりの採食量は平均で61た,であったが,8
月以降は草地の生産力からみて食べすぎと思われる。放

牧時間を3時間程度に制限し,採食量を規制できれば,

より望ましい輪換放牧が可能になるが,採食規制の問題

については未検討である。
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表 4 1日 当たりの草丈の再生長の季節的変化
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